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日本では一般に「玉音放送」のあった1945年 8 月15日を，第 2 次世界大戦で大日本帝国
（正式名称：日帝）が敗戦を迎えた日だという。だが，東京湾の米艦船ミズーリ号上で,















Postwar Japanese Economy, Springer, 2010, pp. 345)
たとえば，現在，トヨタ自動車工業（株）が売上台数などで世界 1 で，王座についたと報



























































大川暢生 越田 稔 繁本尚繁
高木康之 土井昭男 松本 昭
松本光央 安井良次 柳 耕治
大の公式交流の先駆となった経緯をここに明らかにしておきたい。まさしく歴史的発生史的
視角の重視に他ならない。
























4 月 3 日，ソウルではマスコミ 2 社の見学とインタビュー
取材，桃山学院同系の大韓聖公会本部礼訪と茶話会での歓迎





































































た。1975年10月 4 日の教授会では，翌年から韓朝鮮語を第 2 外国語（選択必修科目）に加え
る決定をした。全国初の開講として翌日付の「朝日新聞」全国版に 7 段記事で紹介され，徐
経営学部長のインタビュー記事も掲載された。




1980年度から設置された人権委員会（初代・ 3 代委員長 徐龍達）では,『定住外国人の
人権』(B5 版122頁）を 4 千部も発行し，学内のみならず学外各機関に配布して，韓朝鮮人






























続いて第 2 回同セミナーは，セミナー内容を充実させて1981年 7 月10日から20日までの10
泊11日間，徐龍達引率団長で，植村省三，菅井勇蔵，全在紋（チョン・ジェムン）各教授に
学生 9 名，総勢13名が参加し，その成果をめぐる座談会記事は,『桃大広報』第 5 号，およ
び『桃大・啓明大交流の歩み』(桃大総合研究所1986年10月刊）に掲載された。さらに，こ
れらの動向が，日韓大学生交流の嚆矢になるとして毎日新聞社から取材の申し入れがあり，






と職員代表 1 名の計 7 名で構成され，桃大教授会代表団（徐龍達団長）として，1981年10月









































協定調印後の第 1 回共同研究会は，1982年 7 月に桃山学院大学において，また第 2 回共同
研究会は，同年12月に啓明大学校で開催された。当初は 1 年に 2 回，両大学で開催されたが，


















































いての基本的な枠組みが合意を見た（｢総合研究所ニュース」No. 18，1982年 2 月，伊代田)。











流実施委員会を設置し，第 1 回 CSU (California State University）サクラメント校夏期英語
桃山学院大学総合研究所紀要 第42巻第１号180
研修を実施，その後毎年継続的に実施された（1989年まで)。1980年10月 CSU サクラメント
































共同研究会は発足後，年 2 回交互に行われたが，年 2 回はいろんな点で負担が重いという
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バーの意見を踏まえて対応した。国際会議の拡大は，コスト面で 5 年に 1 回となり，軽減さ
れるであろう。組織運営の体制確立とともに，持ち回り主催者年における大きな負担に対す
る覚悟が必要である。 5 大学を超えれば,「学術セミナー」をクロウズドにするメリットが





















































発表者数 総数 77 (2)1) 76




発表論文数 総数 75 75
















































































































































東西文化館大会議室において，韓日共同研究会が初めて持たれた。当初の 2 年間は， 7 月と













































































































































































































































































































































































統 一 テ ー マ
「日韓社会・















































































































































統 一 テ ー マ
「日韓経済お
よび企業経営
































































































































































































































































































































































































































































Debates on the Role of State and
Market : ‘Lessons’ from the



























































































































































A Brief History of Monetary Policy
in Post-war Japan : Credit


















Recent Development of Business
Ethics in Japan : A Study of


























































































































































































The Effect of Consumer Animosity
on Purchase Intention of Japanese






Toward a High Quality of Life in
the Mature Society : Beyond GDP
伊代田光彦（経済学部教授）
｢内省的近代化」を文脈とする
CSR 解釈の試み －CSR の可能
性を展望する－
谷口照三（経営学部教授）
Research and Practice of





















































第 1 回（1982）から第36回（2015）までの国際学術セミナーの統一テーマを示す。資料 1
（付表 1）および「総合研究所討議資料」(1996年11月12日）により作成。
統一テーマ
第 1 回（1982）～第 5 回（1984） ｢日韓企業経営の比較」
第 6 回（1985）～第 8 回（1987） ｢日韓経済比較」












国際学術セミナ―報告集（Ｉ）『日韓企業経営の諸問題』(第 1 回～ 5 回)，1986年12月。
国際学術セミナ―報告集（Ⅱ）『日韓経済の諸問題』(第 6 回～ 8 回)，1989年 9 月。
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｢地方分権とソフト予算の制約」 李友炯（啓明大学校経済金融学科副教授）
｢The Impact of Voluntary IFRS









of Reconstruction from Disasters :
Practical Example from the Great
East-Japan Earthquake
江川暁夫（経済学部准教授）
Perceived Risk, Travel Anxiety,
and Intention to Visit Japan after
Fukushima Disaster : Differences




Properties of Analyst Earnings
Forecasts Improve When Firms





























The Japan-Korea Exchange History in Academics,
Education and Culture
―Exchange between Momoyama Gakuin and Keimyung University (19812016)―
Written & Edited by : SUH Yong-Dal
IYODA Mitsuhiko
[Summary]
This paper deals with the history of academic, education and cultural exchange between
Momoyama Gakuin (Osaka) and Keimyung (Daegu) University (19812016). Ever since they
established their sister university relationship on 14 December 1981, the two universities devel-
oped multi-level exchanges among academics, students and administrative staffs and have ob-
tained rich results. This is perhaps not only the longest but also the most worthwhile and unique
example of the sister university-exchange between Japan and Korea. We explore this accomplish-
ment by tracing the development of each individual exchange. The paper also includes (1) the
prehistory of exchange agreement, and (2) professors’ opinions from the perspective of
Keimyung University. Finally, we have included a tentative conclusion with evaluation com-
ments. [This issue covers Preface, Chap. 1, Chap. 2, Chap. 3, and Resources I.]
